
令和 5年度第 1回日本東洋医学会  福岡・熊本・大分・宮崎・長崎 ５県合同県部会 

日  時        2023年 7月 9日（日）9時 30分～12時 50分 

開催形式       WEB配信と現地会場併用のハイブリッド開催 

会  場        福岡市東区馬出 3-1-1  九州大学(馬出病院) ウエストウィング 2F 臨床小講義室 

               会場の人数制限有り【30名様まで】  

申し込み期限    令和 5年 7月 3日(月) 

 

 

 

 

特別講演 1                                               ９：３０～１０：３０ 

「整形外科とその境界領域の漢方治療」 

当院は整形外科の診療所であり、西洋医学的治療に加えて漢方治療も行っている。今回、中医学を用いて治

療した内科的疾患を、整形外科の境界領域として供覧する。 

                                福嶋裕造 先生  福嶋整形外科医院 副院長 

特別講演 2   

「汗”の漢方治療を考える」                            １０：３０～１１：３０ 

 “汗”は日々の漢方診療で訴えの多い症状の一つであるが、治療で難渋する場合も多い。漢方医学では、自汗、

盗汗、黄汗を始め、陽証の汗だけでなく陰証の汗など様々な分類がなされ、各汗に対する治療経験が長年蓄積さ

れている。今回、古典における汗の分類をご紹介して、症例を通じて汗の漢方治療について考えてみたいと思う。 

木村容子 先生 東京女子医科大学 東洋医学研究所 教授  

 

 

 

 

休憩  11：30～11：40                              ガイダンス 11：40～11：50 

 



特別講演 3                                                １1：５０～１２：５０                       

「五苓散の薬理作用とアクアポリン水チャネルの密接な関係〜基礎研究の知見から」                                           

五苓散は浮腫を始め，頭痛，下痢など様々な症状の改善に用いられる。この多彩な薬効は東洋医学的には根底

にある「水毒」の改善であろうが，現代薬理学的にも共通の機序があるのか否かは不明である。本講演では，基礎

研究の成果としてわかってきた五苓散の薬理作用がアクアポリンと呼ばれる水チャネルと密接な関係について紹

介したい。 

                             礒濱洋一郎 先生    東京理科大学薬学部 教授 

 

 

医師        受験単位             1単位    

        専門医・認定医更新点数   10点 

 (上記、単位及び点数ともに、録画視聴のみでも取得可能。閉会後、数日以内に、           

参加費ご納入の方全員へ、期間限定で録画配信致します)  

 

薬剤師    本会は、PECSの研修実施機関ではございません。研修単位取得につきましては、  

ご希望に沿えず申し訳ありません。 

         

参 加 費           医師・鍼灸師・その他一般      3,000円 

薬剤師・看護師            2,000円 

学生                   無料(学生証確認の上、有料 1,000円の場合も有り) 

 

 

事 務 局    六本松漢方内科 内    

〒810-0044  福岡市中央区六本松 2丁目 3-6  SKビル 2F 

E-mail      kb.fukuoka-tik@iaa.itkeeper.ne.jp  

                                  福岡県部会アドレス→  

 

お問い合わせは、メールにてお願い申し上げます。 

mailto:kb.fukuoka-tik@iaa.itkeeper.ne.jp

